
歳入（収入） 歳出（支出）
1,708,500 1,708,500
475,300 475,300
64,610 64,610

150 150
600 600
330 330

54,870 54,870
246,870 246,870
418,360 418,360

3,500 3,500
1,800 1,800

1,266,390 1,266,390
収益的 50,710 50,710
資本的 27,805 43,820
収益的 223,330 255,150
資本的 21,333 31,487
収益的 2,540 2,540
資本的 0 1,281

325,718 384,988
3,300,608 3,359,878

病院事業

後期高齢者医療事業
公共下水道事業
介護保険事業
住宅団地開発事業
畑地かんがい給水事業

小　　　　　　計

住宅新築資金等貸付事業
老人保健医療事業

特
別
会
計

水道事業

区　　　　　　分

小　　　　　　計
計

平成２１年度会計別予算一覧（単位：万円）

工業用水道事業

企
業
会
計

一　　　般　　　会　　　計
国民健康保険事業
簡易水道事業
食肉センター事業

井
原
市
議
会
三
月
定
例

会
の
一
般
質
問
で
、
日
本

共
産
党
の
石
井
敏
夫
議
員

が
「
前
立
腺
が
ん
の
検
診

を
無
料
に
し
て
、
受
診
者

数
を
増
や
し
、
早
期
発
見
、

早
期
治
療
が
で
き
る
よ
う

に
し
て
は
ど
う
か
」
と
質

問
し
た
の
に
対
し
、
瀧
本

市
長
は
「
受
診

し
や
す
い
体
制

づ
く
り
や
健
康

寿
命
の
延
伸
を

は
か
る
た
め
、

平
成
二
十
一
年

度
か
ら
無
料
に
す
る
」
と

答
え
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
も
、
毎
年
行
っ

て
い
る
個
別
検
診
の
中
で

も
数
名
「
が
ん
」
が
発
見

さ
れ
、
治
療
を
し
て
い
ま

す
。こ

の
他
、
石
井
議
員
は

こ
れ
ま
で
も
度
々
採
り
上

げ
た
「
悪
臭
」

に
つ
い
て
、
改

め
て
こ
れ
ま
で

の
経
過
と
今
後

の
対
策
を
求
め

ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
森
本
ふ

み
お
議
員
は
、
井
原
市
議

会
三
月
定
例
会
で
、
美
星

国
保
診
療
所
の
指
定
管
理

者
で
あ
っ
た
「
旭
川
荘
」

が
契
約
を
破
棄
し
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
来
年
十
一
月

か
ら
医
師
が
居
な
く
な
る

た
め
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て

い
る
問
題
を
取
り
上
げ
ま

し
た
。

森
本
議
員
は
「
美
星
町

民
を
は
じ
め
、
多
く
の
市

民
か
ら
、
な
ん
と
し
て
も

存
続
し
て
欲
し
い
と
い
う

要
望
が
非
常
に
強
い
。
あ

ら
ゆ
る
手
立
て
を
尽
く
し

て
存
続
す
る
よ
う
、
市
長

の
政
治
生
命
を
か
け
て
取

り
組
む
べ
き
だ
」
と
強
く

求
め
ま
し
た
。

こ
の
他
、
派
遣
切
り
対

策
、
眼
科
検
診
の
実
施
、

父
子
家
庭
へ
の
助
成
の
充

実
、
学
校
司
書
の
全
校
配

置
、
市
内

循
環
バ
ス

を
低
床
バ

ス
に
な
ど

六
項
目
の

質
問
を
し

ま
し
た
。

市政についてのご意見ご要望をお聞かせ下さい。（電話 事務所６２－６２００ 森本宅６２－６０６１ 石井宅６２－４６６７）

田辺 隆則議員◆協働のまちづくり市民推進室について
井口 勇議員◆井原市立美星国保診療所並びに特別養護老人ホーム「星の郷」の存続へ向けての対応等につい

て ◆経済・雇用対策について ◆グラウンド・ゴルフ場整備推進について
宮地 俊則議員◆景気悪化による市内の雇用・経済の現況と対応について
佐能 直樹議員◆平成２１年度予算について
川上 武徳議員◆特別養護老人ホームの入居者の定員増について ◆住民基本台帳カードについて
河合 建志議員◆寂れゆく中山間地域の対策について ◆井原市独自の中山間地域の特別対策について
鳥越孝太郎議員◆地域公共交通の活性化及び交通安全対策について ◆高齢者を対象とした肺炎球菌ワ

クチン接種への助成制度の創設について
石井 敏夫議員◆７０歳以上の方の前立腺がん検診の本人負担を無料にしては ◆悪臭対策について
森本 典夫議員◆市内企業での派遣切りなどに対し、市の対応の一層の強化を ◆美星国保診療所の存続のため

大限の手だてを ◆緑内障、白内障の早期発見、早期治療のため、市が積極的に眼科健診の実施を ◆父子家庭
へも母子家庭並みの助成を ◆学校図書館の学校司書の全校配置と正職員化を ◆市内循環バスを低床バスに買い
替えを。また、デマンドタクシーの導入を
乗藤 俊紀議員◆特別支援教育の推進について ◆開かれた学校づくりについて ◆学校施設の整備について

◆母子保健の充実等について
大滝 文則議員◆新年度予算におけるグラウンド・ゴルフ場の整備について ◆美星国保診療所の対応について

◆合併協定書の精査、確認はどこで行っているのか
佐藤 豊議員◆国の２次補正予算への本市の具体的な取り組みについて◆学校・公共施設へ太陽光発電パネルの設置を
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２００９年（平成２１年）井原市議会３月定例会での質問議員の項目

前 立 腺
が ん 検 診

四
月
か
ら

七
十
歳
以
上
は
無
料
に

石
井
議
員
の
質
問
に
市
長
答
弁

美
星
国
保
診
療
所

手
立
て
を
尽
く
し
存
続
を

森
本
議
員
が
市
長
の
考
え
を
聞
く

これまで森本、石井両議員が市民の
声として市議会で質問したものが平成
２１年度で予算化されました。その
一部を紹介します。

●夏場の暑さ対策として、幼・小・中学
校の教室に扇風機が付きます。

●これまでは四季が丘だけに補助されて
いた、太陽光発電装置設置補助が、市
内全域が対象になりました。

●公共施設の耐震診断をと提言していま
したが井原図書館の耐震診断をするこ
とになりました。

●市のテニスコートの下側のコートが全
天候型になります。

●高齢者日常生活用具給付事業の給付品
目に新たに電子レンジが加わりました。

●児童クラブの指導員の待遇改善のため
補助金が増額されました。
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６月９月12月３月６月10月12月３月６月９月12月３月６月９月12月

水野　忠範 ○ ○ ○ ○ 4
内田美千子 ○ ○ ○ ○ ○ 5
川上  武徳 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 11
上田  勝義 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7
宮地  俊則 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10
佐藤  　豊 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 16
大滝  文則 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12
上本  　昇

井口　  勇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9
森下  金三 ○ ○ ○ ○ ○ 5
田辺　隆則 ○ ○ ○ 3
河合  建志 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12
鳥越 　 勇 ○ ○ ○ ○ ○ 5
佐能  直樹 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6
三宅  康之 ○ 1
石井  敏夫 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 16
谷本　仲弥 ○ ○ ○ 3
猪原　保之 ○ ○ ○ ○ ○ 5
鳥越孝太郎 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 11
川上 　 泉 ○ ○ ○ 3
志多木茂夫

高田  正弘 ○ 　　議　　　　　　長 1
藤原  清和

森本  典夫 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 16
藤原  正己

乘藤  俊紀 ○ ○ 2

質問者合計 9 11 7 12 8 13 11 11 6 12 7 8 11 15 10 12

３月

議   　    　　長

辞　   　  　職

井原市議会定例会
一般質問状況一覧

議 員 名
平成17年 平成18年 平成19年 発言

回数

平成20年

２００９年(平成２１年)３月２６日 井 原 民 報（第１１２号） （２）

日本共産党井原市議団はみなさんの利益を守ることを第一に考え、市民こそ主人公の立場で奮闘します。

生 活 相 談
と き

毎週月曜日 午前１０時～１２時
ところ

日本共産党市議団事務所 井原町103
でんわ

６２－６２００ (党市議団事務所)
６２－６０６１ (森本ふみお宅)
６２－４６６７ (石井 敏夫宅)
６２－７４３７ (西山 省三宅)

請
願
・
陳
情
の
結
果

◆
「
気
候
保
護
法
（
仮
称
）
」
の
制
定
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願

・
・
・
・
・
採

択

◆
物
価
に
見
合
う
年
金
引
き
上
げ
を
求
め
る
意
見
書
を
関
係
大
臣
へ
提
出
す
る
こ

と
を
求
め
る
請
願

・
・
・
・
一
部
採
択

◆
雇
用
の
安
定
と
地
方
自
治
体
財
政
の
強
化
を
求
め
る
請
願
・
・
・
・
・
不
採
択

◆
単
県
医
療
費
公
費
負
担
制
度
の
軽
減
措
置
を
求
め
る
陳
情
・
・
・
・
・
採

択

井
原
市
議
会
は
、
左
の
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
三
名
の
推
薦
に
同
意
し
ま
し
た
。

●
井
原
市
美
星
町
明
治

高
尾

龍
進

昭
和
１
６
年
生
ま
れ

●
井
原
市
美
星
町
宇
戸
谷

吉
田

稔

昭
和
１
６
年
生
ま
れ

●
井
原
市
上
出
部
町

藤
井

豊
美

昭
和
３
０
年
生
ま
れ

《
任
期
は
３
年
》

井
原
市
議
会
は
、
左
の
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
同
意
し
ま
し
た
。

●
井
原
市
井
原
町

鈴
木

千
恵

昭
和
２
５
年
生
ま
れ

《
任
期
は
３
年
》

＊理科支援員の配置や小学校１年生の支援事業を継続実施するほ
か、学習支援員を増員配置することにより、特別支援教育推進
に努める。

＊小学校校舎５棟、体育館５棟。中学校は、管理棟など４棟の計
１４棟の耐震診断を実施する。

＊幼・小・中学校の普通教室全てに扇風機を配置する。市内全て
の幼稚園に緊急時の非常緊急システムを導入する。

＊井原図書館の耐震診断を行う。
＊田中美術館で、美術館開館４０周年と平櫛田中没後３０年を迎

えるので、これを記念して春の特別展として「平櫛田中展」-
故郷井原-を企画しており、秋には第２４回平櫛田中賞受賞記
念「石松豊秋展」を企画。

＊新たに助産師を井原保健センターへ配置し、保健
師との共同により、妊産婦へ継続的な支援を行う
など、妊産婦等支援事業を実施する。

＊妊婦一般健康診査の助成を５回から１４回に拡大するとともに、
里帰り出産妊婦へも一般健康審査の助成を始めるなど、母子保
健の充実を図る。

＊高齢者日常生活用具給付事業の給付品目等の見直しを行い、新
たに電子レンジを加える。

＊(仮称)３地域３世代交流館建設について、現在の井原老人福祉
センターを建て替え整備し、健康寿命の延伸を図る拠点施設と
して位置づける。自然環境に恵まれた癒しの場、各種教室等を
通じての生き甲斐づくり、健康づくりの場、他世代の交流・ふ

れあいの場として市民誰もが気軽
に利用できる施設を考えている。
この交流館は、鉄骨作り２階建で
来春の完成を目指している。

＊新たに点字の広報を発行する。
＊市内全ての保育園への緊急時の非

常通報システムを導入する。
＊美星国保診療所の運営については、

平成２１年度の早い段階で指定管
理者の公募を改めて行い、指定管
理者の確保を目指したい。

＊住宅用太陽光発電システムや太陽
熱温水器設置への新規補
助などを行う。

＊本年４月に美星産直プラ
ザに併設してオープンす
る「こだわり特産館」で
そば打ち体験やアイスクリーム工
房などを設ける。

瀧本豊文市長が井原市議会３月定例会開会日に平成
２１年度の予算編成の基本方針と主要施策について
所信表明をしました。紙面の都合で、主要施策のご
く一部になりますが、次にお知らせします。


